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(百万円未満切捨て)

１．2021年２月期第２四半期の連結業績（2020年３月１日～2020年８月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年２月期第２四半期 52,926 △16.5 5,516 △45.9 5,519 △48.1 3,693 △51.1

2020年２月期第２四半期 63,401 △8.6 10,190 △9.4 10,641 △11.4 7,548 △17.6
(注) 包括利益 2021年２月期第２四半期 5,625百万円( 533.7％) 2020年２月期第２四半期 887百万円( △89.3％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2021年２月期第２四半期 45.22 45.16

2020年２月期第２四半期 91.37 91.27

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2021年２月期第２四半期 298,939 252,906 84.0

2020年２月期 307,401 250,746 80.9
(参考) 自己資本 2021年２月期第２四半期 251,233百万円 2020年２月期 248,784百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年２月期 ― 41.50 ― 41.50 83.00

2021年２月期 ― 41.75

2021年２月期(予想) ― 41.75 83.50

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2021年２月期の連結業績予想（2020年３月１日～2021年２月28日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属す

る当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 127,000 △9.9 12,900 △43.2 14,800 △42.3 10,600 △43.3 129.77
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

221619
新規スタンプ



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

(注)詳細は、添付資料10ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項
（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2021年２月期２Ｑ 85,164,895株 2020年２月期 85,164,895株

② 期末自己株式数 2021年２月期２Ｑ 3,430,120株 2020年２月期 3,501,310株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年２月期２Ｑ 81,680,265株 2020年２月期２Ｑ 82,613,971株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・当資料のうち、将来の見通し及び計画に基づく予想には、不確実な要素が含まれ、変動する可能性があります。従
って、実際の業績は現時点での当社の判断に対して異なる可能性もあります。

・当社は、2020年10月８日に機関投資家及びアナリスト向けの決算説明会を開催する予定です。当日使用する資料に
ついては、開催後速やかに当社ホームページに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間の連結業績は以下の通りです。売上高は減収、営業利益、経常利益及び親会社株主

に帰属する四半期純利益はともに減益となりました。

＜売上高＞

売上高は、529億２千６百万円(前年同四半期比16.5％減)となりました。

国内市場において、医療用医薬品事業は、2019年10月と2020年４月の二度の薬価改定や、継続的な後発品使用

促進策による影響に加え、新型コロナウイルス感染症の拡大による受診抑制の影響を受けたことなどもあり、前

年同四半期比13.9％の減収となりました。一般用医薬品事業は、全般的に新型コロナウイルス感染症の拡大の影

響を受けました。イベントの中止や店頭での販促活動を自粛したことや訪日外国人の大幅な減少により「サロン

パスⓇ」の売上が減少しました。また、花粉の飛散量減少及び外出自粛による鼻炎治療剤市場の縮小により「アレ

グラⓇＦＸ」の売上が減少したことなどもあり、前年同四半期比35.2％の減収となりました。

一方、海外市場において、医療用医薬品事業は、米国にて経皮吸収型統合失調症治療剤「SECUADOⓇ」を2020年

３月より販売を開始しましたが、その他の製品が後発品の影響を受け、前年同四半期比18.4％の減収となりまし

た。一般用医薬品事業は、積極的な販促活動を展開したものの、新型コロナウイルス感染症の拡大による各国の

外出規制等の影響や円高の影響を受け、前年同四半期比0.7％の減収となりました。

〔地域別売上高〕

（単位：百万円）

2020年２月期
第２四半期実績

2021年２月期
第２四半期実績

増減額 増減率

売上高 63,401 52,926 △10,475 △16.5％

医療用医薬品

日本 29,467 25,377 △4,090 △13.9％

海外 8,261 6,741 △1,519 △18.4％

　米国 6,577 5,066 △1,511 △23.0％

　その他地域 1,683 1,675 △8 △0.5％

一般用医薬品
・

その他

日本 13,659 8,856 △4,802 △35.2％

海外 10,699 10,622 △77 △0.7％

　米国 5,972 5,966 △5 △0.1％

　その他地域 4,727 4,656 △71 △1.5％

その他事業 日本 1,313 1,328 15 1.1％

＜利益＞

営業利益は、55億１千６百万円(前年同四半期比45.9％減)となりました。その主な要因は、売上の減少に加え

て、売上原価率が高くなったことによるものです。なお、販売費及び一般管理費につきましては、広告費及び販

促費等の減少により278億３千３百万円(前年同四半期比8.2％減)となりました。

経常利益は、55億１千９百万円(前年同四半期比48.1％減)となりました。その主な要因は、営業利益の減少に

加えて、為替差損や持分法による投資損失が増加したことによるものです。

親会社株主に帰属する四半期純利益は、36億９千３百万円(前年同四半期比51.1％減)となりました。その主な

要因は、経常利益が減少したことによるものです。
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＜新型コロナウイルス感染症の拡大への当社グループの対応及び事業・業績への影響＞

新型コロナウイルス感染症が世界的に拡大するなか、当社グループでは、「世界の人々のＱＯＬ（クオリテ

ィ・オブ・ライフ：生活の質）向上を目指す」という経営理念のもと、貼付剤による治療文化を世界へ広げるこ

と、社会に貢献する製薬企業の一員として感染拡大につながる活動を自粛すること、このような非常事態におい

ても将来に向けた経皮吸収型貼付剤分野における研究開発活動を継続していくこと、これらを実現するために世

界各国の拠点においてそれぞれの地域の規制等を踏まえ、最大限の対策を実施しています。

また、代表取締役社長の指示のもとで新型コロナウイルス感染症対策室を設置し、国内外の従業員や取引先の

健康と安全を確保するため、在宅勤務・時差出勤の推進、出張の制限等の対策を継続的に実施しています。

当第２四半期連結累計期間における当社グループの事業・業績への影響は以下の通りです。

（販売活動）

国内の医療用医薬品事業においては、医療機関へのＭＲの訪問自粛や患者さんの受診抑制により、営業収益等

の減少の影響を受けていますが、デジタルマーケティングの強化を図り、新たな活動を推進していきます。

一般用医薬品事業においては、渡航制限による訪日外国人の大幅な減少や外出自粛に伴う営業活動の制限・イ

ベント中止等により、営業収益等の減少の影響を受けていますが、新規販路の開拓に着手し、マーケットを広げ

ていきます。

海外事業においても、各国の外出規制等により営業収益等の減少の影響を受けていますが、医療従事者・店舗

に対する貢献活動とともに営業活動を実施していきます。

（生産活動）

原材料の調達においては、従前より安定供給体制を構築しており、順調に確保できています。また、生産活動

においては、毎日の健康管理、感染対策を徹底した上で生産活動を継続し、医薬品製造企業として製品の安定供

給維持のために十分な在庫確保に努めています。今後の感染拡大の状況が長期化・深刻化した場合には、生産活

動に影響を及ぼす可能性があります。

（研究開発活動）

臨床試験を実施している開発品の一部において、被験者登録の一時的な中断などがあり追加の経費が発生しま

すが、現時点でスケジュールに大きな遅延はありません。今後の感染拡大の状況が長期化・深刻化した場合には、

臨床試験の進捗等に影響を及ぼす可能性があります。

　以上のように、新型コロナウイルス感染症の拡大により事業への影響を受けていますが、当社グループは、感

染拡大前の働き方に戻すのではなく、緊急事態宣言下で経験した在宅勤務やＩＣＴ（情報通信技術）を活用した

時間や場所に縛られない働き方などを積極的に取り入れ、従業員が最大限に能力を発揮できる新しい働き方の実

現に取り組み、世界の人々のＱＯＬ（クオリティ・オブ・ライフ：生活の質）向上に貢献していきます。
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の四半期連結貸借対照表の概要は以下の通りです。

＜資産、負債、純資産の状況＞

総資産は、前連結会計年度末と比較して84億６千１百万円減少し、2,989億３千９百万円となりました。主な増

減は、現金及び預金(99億８千７百万円増)、及び受取手形及び売掛金(172億７千６百万円減)です。

負債合計は、前連結会計年度末と比較して106億２千１百万円減少し、460億３千３百万円となりました。主な

増減は、支払手形及び買掛金(36億８千９百万円減)、電子記録債務(19億６千１百万円減)、及び未払法人税等(39

億７千６百万円減)です。

　純資産合計は、前連結会計年度末と比較して21億５千９百万円増加し、2,529億６百万円となりました。主な増

減は、その他有価証券評価差額金(32億９千３百万円増)、及び為替換算調整勘定(15億５千７百万円減)です。

＜キャッシュ・フローの状況＞

当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末と比較して82億６千１百万円

増加し、952億５千８百万円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは41億５千６百万円の収入(前年同四半期は79億１千３百万円の収入)とな

りました。これは主に、税金等調整前四半期純利益(55億１千５百万円)、売上債権の減少額(168億４千３百万

円)、仕入債務の減少額(52億３千９百万円)、法人税等の支払額(52億円)などによるものです。

投資活動によるキャッシュ・フローは81億９千８百万円の収入(前年同四半期は46億５千５百万円の支出)とな

りました。これは主に、有価証券の減少額(103億３千９百万円)、有形固定資産の取得による支出(23億６千５百

万円)などによるものです。

財務活動によるキャッシュ・フローは36億１千２百万円の支出(前年同四半期は48億８千万円の支出)となりま

した。これは主に、配当金の支払額(33億９千３百万円)などによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

前回発表時（2020年７月９日）の予想を変更していません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年２月29日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 107,051 117,039

受取手形及び売掛金 49,232 31,955

有価証券 34,878 22,281

商品及び製品 8,816 12,298

仕掛品 505 648

原材料及び貯蔵品 6,137 6,566

その他 2,952 6,928

貸倒引当金 △325 △273

流動資産合計 209,251 197,445

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 14,939 14,631

その他（純額） 23,657 23,515

有形固定資産合計 38,596 38,147

無形固定資産

販売権 48 37

その他 1,421 1,440

無形固定資産合計 1,469 1,478

投資その他の資産

投資有価証券 48,379 52,775

その他 9,918 9,306

貸倒引当金 △214 △214

投資その他の資産合計 58,083 61,868

固定資産合計 98,150 101,494

資産合計 307,401 298,939
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年２月29日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年８月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 10,488 6,798

電子記録債務 8,536 6,575

短期借入金 1,209 1,191

未払法人税等 5,745 1,768

返品調整引当金 127 81

賞与引当金 1,558 1,159

その他 13,390 13,140

流動負債合計 41,055 30,714

固定負債

長期借入金 368 326

退職給付に係る負債 7,600 7,754

その他 7,630 7,238

固定負債合計 15,598 15,318

負債合計 56,654 46,033

純資産の部

株主資本

資本金 8,473 8,473

資本剰余金 2,272 2,352

利益剰余金 230,929 231,232

自己株式 △11,730 △11,493

株主資本合計 229,945 230,565

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 12,047 15,341

土地再評価差額金 3,790 3,790

為替換算調整勘定 2,700 1,142

退職給付に係る調整累計額 299 393

その他の包括利益累計額合計 18,838 20,667

新株予約権 491 213

非支配株主持分 1,470 1,458

純資産合計 250,746 252,906

負債純資産合計 307,401 298,939
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2019年３月１日
　至 2019年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年３月１日
　至 2020年８月31日)

売上高 63,401 52,926

売上原価 22,892 19,577

売上総利益 40,509 33,349

販売費及び一般管理費 30,319 27,833

営業利益 10,190 5,516

営業外収益

受取利息 520 430

受取配当金 436 463

その他 225 181

営業外収益合計 1,182 1,074

営業外費用

支払利息 8 2

為替差損 595 745

持分法による投資損失 110 259

その他 15 63

営業外費用合計 730 1,071

経常利益 10,641 5,519

特別利益

投資有価証券売却益 ― 1

特別利益合計 ― 1

特別損失

固定資産処分損 4 5

特別損失合計 4 5

税金等調整前四半期純利益 10,637 5,515

法人税等 2,955 1,702

四半期純利益 7,681 3,813

非支配株主に帰属する四半期純利益 133 119

親会社株主に帰属する四半期純利益 7,548 3,693
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2019年３月１日
　至 2019年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年３月１日
　至 2020年８月31日)

四半期純利益 7,681 3,813

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △5,013 3,319

為替換算調整勘定 △1,830 △1,574

退職給付に係る調整額 65 97

持分法適用会社に対する持分相当額 △15 △30

その他の包括利益合計 △6,793 1,812

四半期包括利益 887 5,625

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 755 5,522

非支配株主に係る四半期包括利益 132 102
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2019年３月１日
　至 2019年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年３月１日
　至 2020年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 10,637 5,515

減価償却費 2,025 1,934

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 52 159

貸倒引当金の増減額（△は減少） 13 △45

受取利息及び受取配当金 △956 △893

支払利息 8 2

持分法による投資損益（△は益） 110 259

投資有価証券売却損益（△は益） ― △1

売上債権の増減額（△は増加） △1,817 16,843

たな卸資産の増減額（△は増加） △578 △4,661

仕入債務の増減額（△は減少） 2,823 △5,239

その他 △4,698 △4,924

小計 7,621 8,949

利息及び配当金の受取額 1,004 1,134

利息の支払額 △8 △1

法人税等の支払額 △703 △5,200

役員退職慰労金の支払額 ― △724

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,913 4,156

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △2,925 429

有価証券の増減額（△は増加） 913 10,339

有形固定資産の取得による支出 △1,983 △2,365

無形固定資産の取得による支出 △13 △75

投資有価証券の取得による支出 △655 △186

投資有価証券の売却による収入 ― 2

その他 6 56

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,655 8,198

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） △75 △20

長期借入金の返済による支出 △32 △39

自己株式の取得による支出 △1,280 △0

配当金の支払額 △3,412 △3,393

非支配株主への配当金の支払額 △54 △115

その他 △26 △43

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,880 △3,612

現金及び現金同等物に係る換算差額 △813 △480

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,436 8,261

現金及び現金同等物の期首残高 88,782 86,996

現金及び現金同等物の四半期末残高 86,345 95,258
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の算定方法

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しています。

なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しています。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の拡大による影響に関する会計上の見積りについて）

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う渡航制限、政府より発令された緊急事態宣言による外出やイベント等

の自粛によって経済活動が停滞することにより、営業収益等の減少の影響を受けています。

新型コロナウイルス感染症の影響については、今後の収束時期等を正確に予測することは困難な状況にありま

すが、各地域での感染拡大の収束、経済活動再開に伴い当社グループの需要は徐々に回復していくものと想定し

ています。

固定資産の減損及び繰延税金資産の回収可能性については、新型コロナウイルス感染症の影響を考慮して見積

り及び判断を行っていますが、当第２四半期において固定資産の減損の兆候は識別しておらず、また繰延税金資

産の回収可能性について前連結会計年度末時点の判断の見直しは不要であると判断しています。
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